
第第88回回中中央央執執行行委委員員会会開開催催
既既存存のの運運動動方方針針をを受受けけ継継ぎぎ、、働働きき方方改改革革にに抗抗すするる

七
月
十
二
日
、
十
三
日
、
東
京
・
蒲
田
に
お
い
て
第
八
回
中
央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
中
央
執
行
委
員
会
で
は
定
期
全
国
大
会
を
前

に
、
二
〇
一
七
年
度
の
主
な
た
た
か
い
の
経
過
と
総
括
（
案
）、
二
〇
一
八
年
・
一
九
年
運
動
方
針
（
案
）、
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）、
二
〇
一

七
年
度
決
算
お
よ
び
剰
余
金
処
分
（
案
）、
二
〇
一
八
年
度
一
般
会
計
予
算
（
案
）、
秋
年
末
闘
争
方
針
（
案
）、
ス
ト
権
（
案
）、
大
会
運
営

案
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
確
認
が
な
さ
れ
た
。
掲
載
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
主
な
点
の
み
以
下
に
報
告
す
る
。

二
〇
一
八
年
・
一
九
年
運
動
方
針

（
案
）
に
つ
い
て

運
動
の
基
調
に
つ
い
て
は
従
来

の
基
調
を
継
承
し
て
い
く
。
働
き

方
改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
て
し

ま
っ
た
が
、
賃
金
、
労
働
時
間
、

定
年
延
長
な
ど
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
時
間
外
分
母
や
週
休
2
日

制
、
労
災
企
業
補
償
等
に
つ
い
て

は
全
国
港
湾
と
力
を
合
わ
せ
て
い

き
た
い
。
来
年
は
消
費
税
再
増
税

の
年
で
も
あ
る
の
で
増
税
反
対
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

統
一
地
方
選
、
参
議
院
選
な
ど
の

選
挙
闘
争
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

港
湾
労
働
法
の
全
港
全
職
種
適

用
、産
別
最
賃
問
題
、港
湾
年
金
の

充
実
、
指
定
事
業
体
問
題
等
々
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
成
立

し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
機
会
に

各
職
場
の
就
業
規
則
の
点
検
運
動

を
お
こ
な
っ
て
は
ど
う
か
。
就
業

規
則
に
労
働
協
約
が
反
映
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
は
ど
う

か
、
三
六
協
定
を
活
か
す
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
、
法
案
通

過
の
際
の
参
議
院
附
帯
決
議
を
活

用
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
等

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

は
二
〇
一
六
・
一
七
年
度
の
も
の

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
提
案
し
た

い
。

二
〇
一
七
年
度
決
算
、
二
〇
一
八

年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

決
算
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
予
算

通
り
の
執
行
と
な
っ
た
。
剰
余
金

に
つ
い
て
は
二
〇
一
八
年
度
一
般

会
計
、
二
〇
一
九
年
春
闘
闘
争
費

カ
ン
パ
会
計
に
繰
入
と
し
た
い
。

二
〇
一
八
年
度
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
、
緊
縮
財
政

で
予
算
編
成
し
た
。
組
合
費
に
つ

い
て
は
一
、
二
七
〇
円
で
据
え
置

き
と
し
た
い
。
春
闘
闘
争
カ
ン
パ

に
つ
い
て
は
来
年
度
も
一
、
〇
〇

〇
円
と
し
た
い
。

ま
た
、
大
田
区
大
森
に
あ
る

「
全
港
湾
会
館
」
に
つ
い
て
、
老

朽
化
し
て
き
て
い
る
の
で
、
リ
フ

ォ
ー
ム
し
た
方
が
よ
い
か
？
等
調

査
し
な
が
ら
今
後
の
対
応
を
決
め

て
い
き
た
い
と
し
た
。

二
〇
一
八
年
秋
年
末
闘
争
方
針

（
案
）
に
つ
い
て

冬
季
一
時
金
闘
争
に
つ
い
て
は

例
年
通
り
と
し
、
要
求
額
は
昨
年

同
季
の
率
・
額
以
上
を
地
方
ご
と

に
決
定
と
し
た
い
。
二
〇
一
九
年

春
闘
の
準
備
と
し
て
、
第
二
回
中

央
執
行
委
員
会
を
十
月
上
旬
に
開

催
し
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
再
編
問

題
、
春
闘
継
続
課
題
、
要
求
額
、

統
一
し
て
た
た
か
う
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
と
し
た
。

中
央
委
員
会
の
日
程
に
つ
い
て

は
、全
港
湾
は
一
月
三
十
一
日
、二

月
一
日
、全
国
港
湾
は
二
月
六
日
、

七
日
を
予
定
す
る
と
し
て
い
る
。

第
八
九
回
定
期
全
国
大
会
に
つ
い

て
全
港
湾
の
第
八
九
回
定
期
全
国

大
会
は
、
九
月
十
二
日
、
十
三

日
、
沖
縄
か
り
ゆ
し
ア
ー
バ
ン
リ

ゾ
ー
ト
・
ナ
ハ
で
開
催
す
る
。
代

議
員
に
つ
い
て
は
総
勢
八
九
名
。

議
長
団
は
関
東
地
方
、
東
海
地

方
。
来
賓
に
つ
い
て
は
地
元
沖
縄

か
ら
の
来
賓
を
検
討
中
。
沖
縄
知

事
選
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対

に
関
す
る
大
会
決
議
も
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
南
国
の
暑
い
時
期

で
の
大
会
開
催
で
あ
る
た
め
、
服

装
に
つ
い
て
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
可

と
し
た
。

全
国
港
湾
定
期
大
会

全
国
港
湾
の
第
一
一
回
定
期
大

会
は
九
月
十
九
日
、
二
十
日
の
日

程
で
シ
ー
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
。

故
・
元
木
末
一
氏
を
お
く
る
会

全
国
港
湾
大
会
前
日
の
九
月
十

八
日
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京

に
て
、
故
・
元
木
末
一
氏
を
お
く

る
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
主
催
は
全
国
港
湾
。
全
港
湾

か
ら
は
中
央
執
行
委
員
全
員
が
参

加
す
る
。
開
催
規
模
は
一
五
〇
名

か
ら
二
〇
〇
名
程
度
。
全
国
港
湾

の
大
会
前
日
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
十
五
時
に
は
閉
会
し
て
大

会
会
場
へ
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
等
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
Ｏ

Ｂ
等
の
方
々
の
参
加
希
望
に
つ
い

て
は
地
方
・
支
部
の
判
断
に
委
ね

る
と
な
っ
た
。

（
片
柳
悦
正
）

昨年を大幅に上回る勢い
夏季一時金闘争

夏季一時金闘争は、関東地方では昨年を25，506円、関西地方では昨年
を28，368円上回る回答を得た。四国地方、沖縄地方でも昨年を1万円以
上上回る回答を得た。このまま妥結が進めば、昨年を大幅に上回る勢い
だが、東北地方の交渉が長期化し、回答の示されない分会もでている。
本来なら、もう少し回答を待ちたいところではあるが、定期大会議案日
程の関係上、7月12日をもって18夏季一時金闘争の集計は打ち切りとせ
ざるを得ない。その点、ご了承頂きたい。
7月12日現在、速報分会では、141速報分会中133分会（94％）に有額
回答が示され、速報分会の回答額平均は491，528円、妥結した分会は123
分会で妥結額平均は494，735円となった。速報分会で見ても、昨年実績
を12，490円上回る結果となった。
全闘争分会では、324分会中264分会（81％）に有額回答が示され、闘
争分会の回答額平均は468，034円（1．66ヶ月）となった。昨年同時期と
比べても4，077円上回っている。回答を受けた分会のうち250分会（95％）
が妥結しており、妥結額平均は468，551円となった。全闘争分会で見て
も、昨年実績を9，435円上回る結果となった。
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青青
年年
対対
策策
交交
流流
集集
会会
開開
催催

時時
代代
をを
担担
うう
仲仲
間間
とと
共共
にに
二二
度度
とと
なな
いい
ここ
のの
時時
をを
！！
全全
港港
湾湾
青青
年年
部部

六
月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
に

渡
り
、
第
二
一
回
全
国
青
年
対
策

交
流
集
会
が
愛
知
県
豊
橋
市
に
あ

る
ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
鈴
木
勝
也
中
執
か
ら
は

開
会
の
挨
拶
の
中
で
、
平
和
運
動

に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
先
た
く
さ
ん

の
活
動
が
あ
る
が
あ
き
ら
め
る
こ

と
な
く
続
け
て
ほ
し
い
と
話
が
あ

り
ま
し
た
。
諸
見
書
記
次
長
か
ら

は
青
年
対
策
交
流
集
会
を
ど
の
よ

う
に
作
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
今

回
の
運
営
委
員
会
方
式
で
開
催
で

き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
第
一

歩
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
午
前
中
は
鈴
木
誠
一

副
委
員
長
の
講
義
が
行
わ
れ
、
昨

年
私
た
ち
青
年
部
が
集
約
し
た
議

題
を
わ
か
り
や
す
く
講
義
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
全
港
湾
の
歴
史
、
労
働

組
合
の
大
切
さ
、
な
ぜ
青
年
部
が

出
来
た
の
か
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
方
の
将
来

を
担
う
青
年
部
の
人
達
に
期
待
を

込
め
て
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
話
が

あ
っ
た
の
で
、
私
自
身
も
っ
と
意

欲
的
に
勉
強
し
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

分
散
会
に
つ
い
て
は
五
班
編
成

で
行
わ
れ
、
課
題
と
し
て
「
青
年

部
の
あ
り
方
、
今
後
の
活
動
」、

班
ご
と
自
由
に
テ
ー
マ
を
決
め
議

論
を
し
ま
し
た
。
分
散
会
ま
と
め

発
表
で
は
、
各
支
部
、
各
地
方
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
一
番
大
事

と
し
、
全
国
で
の
情
報
の
共
有
な

ど
、
青
年
部
と
し
て
横
の
つ
な
が

り
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

最
終
日
は
松
本
委
員
長
の
講
義

の
中
で
、「
な
ぜ
歴
史
を
学
ば
な

く
て
は
い
け
な
い
の
か
？
」
と
い

う
話
の
中
、「
歴
史
を
学
ぶ
と
い

う
こ
と
は
同
じ
失
敗
を
し
な
い
と

い
う
こ
と
。
ま
た
、
未
来
を
作
る

た
め
に
現
代
の
私
た
ち
が
引
き
継

い
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
頂
き
、
青
年
部
と

し
て
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
選
考
で
は
「
時
代

を
担
う
仲
間
と
共
に
二
度
と
な
い

こ
の
時
を
！
全
港
湾
青
年
部
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

最
後
に
今
年
で
四
回
目
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
毎
回
参
加
し

て
思
う
こ
と
は
、
全
港
湾
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
労
働
組
合
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
全
国
の
仲
間
と
楽

し
い
三
日
間
を
過
ご
す
事
が
出
来

ま
し
た
。
運
営
で
あ
る
名
古
屋
支

部
始
め
、
運
営
に
携
わ
っ
た
皆
さ

ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
東
北
地
方
青
年
婦
人
部

小
名
浜
支
部

武
田
陽
介
）

全全倉倉運運7700周周年年をを祝祝うう！！

7月10日、全倉運（全日本倉庫運輸労働組合同盟）70周年祝賀会

が大田区蒲田プラザペアで開催されました。主催者挨拶で柳野委員

長より、全倉運の歴史や経過、更なる飛躍をと力強く語られました。

続けて、来賓を代表して全国港湾連合会糸谷委員長が挨拶を行いま

した。全倉運過去の闘い、今日までの取り組み、昨今の日港協労務

委員長は歴代元請け倉庫から選出されているなど、全倉運と港湾産

別の関わり、今後更なる連帯をと挨拶されました。

乾杯は、全倉運出身で大港労協の三宅事務局長より、自身の経験

（合理化闘争）を語りながら、盛大にスタートしました。約一時間

半の祝賀会。全港湾は常任全員でお祝いに駆けつけました。出席者

総数は80名ほどで、その内、全倉運組合員が50名余りでアットホー

ムな雰囲気でした。祝賀会の締めは、三井埠頭倉庫組合の椿委員長

による「三本締め」で楽しい宴会の幕を閉じました。（諸見力）

安安
倍倍
九九
条条
改改
悪悪
ＮＮ
ＯＯ
！！

憲憲
法法
をを
守守
ろろ
うう
！！いい

わわ
きき
市市
民民
集集
会会

六
月
二
十
七
日
（
水
）
一
八
時

か
ら
福
島
県
い
わ
き
市
い
わ
き
駅

近
く
の
公
園
で
憲
法
九
条
改
悪
反

対
・
憲
法
を
守
ろ
う
集
会
を
、

「
い
わ
き
地
方
労
」「
い
わ
き
市

労
連
」「
小
名
浜
地
区
労
」「
い
わ

き
地
区
港
運
」
の
四
者
共
闘
で
、

約
二
五
〇
名
の
参
加
者
で
開
催
し

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
は
「
立
憲

民
主
」「
社
民
党
」「
国
民
民
主

党
」「
共
産
党
」
か
ら
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
参
議
院
で
党
首
討
論

が
行
わ
れ
、
森
友
・
加
計
学
園
問

題
で
盛
り
上
が
り
つ
つ
働
き
方
関

連
法
案
の
採
決
が
迫
っ
て
い
ま
し

た
。
労
働
基
準
法
が
、
ざ
る
法
に

な
り
か
ね
な
い
と
い
う
状
況
下
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
集
会
の
趣
旨
と

は
違
う
意
味
で
も「
安
倍
や
め
ろ
」

で
二
重
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

私
達
の
運
動
は
政
党
を
超
え
て

共
闘
を
し
て
い
く
こ
と
を
、
若
い

世
代
の
組
合
員
に
先
頭
に
立
っ
て

見
せ
る
こ
と
で
す
。
余
談
に
な
り

ま
す
が
、
市
民
集
会
を
開
催
す
る

と
、
全
港
湾
の
青
年
部
は
、
他
の

単
組
か
ら
よ
く
褒
め
ら
れ
ま
す
。

集
会
の
後
は
必
ず
デ
モ
行
進
を
お

こ
な
い
、
国
道
片
道
三
車
線
は
警

察
が
誘
導
し
ま
す
が
、
い
わ
き
駅

ま
で
の
細
い
道
路
は
全
港
湾
小
名

浜
支
部
青
年
部
が
完
全
に
仕
切
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
安
全
に
デ
モ
を
誘

導
す
る
姿
は
、
デ
モ
参
加
者
か
ら

ま
た
お
願
い
ね
と
言
わ
れ
ま
す
。

集
会
を
通
じ
て
デ
モ
統
制
と
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
担
当
す
る
小

名
浜
支
部
青
年
部
を
見
な
が
ら
、

安
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。

（
東
北
地
本
書
記
長

矢
代
正
人
）
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